
 
 
 
 
 

 
ロータリー特別月間      １０月：経済と地域社会の発展   １１月：ロータリー財団 

 
  

 
＜黄 璽 様  卓話＞ 
「私の生い立ちから今日まで」 
1. こんにちは、米山の奨学生、コウジです。前回ま

での卓話では、私の故郷や研究についてお話し

しましたが、今回は何を話すべきか正直迷って

いました。しかし、今年で奨学生活も 2 年目とな

り、高萩クラブの皆様ともより親(した)しくなったこ

とで、以前の奨学生やこれから来る奨学生たち

は、自分の故郷（ふるさと）の美しさを紹介するこ

とが多いかもしれません。もちろん、それも素晴

らしいことですが、私は今回少し違ったことをお

話ししたいと思います。 

2. 今回は少し個人的な内容を交(まじえ)えながら、

自分の成長の過程で経験してきた、異なる文化

や出来事(できごと)についてお話しすることにし

ました。皆様が私をどう感じるか分かりません

が、今回のお話を通(つう)して、新たな一面を少

しでも知っていただければ嬉しいです。 

 
3. まずは子供の頃の話から始めます。実は、私はお母

さんの家族で育ちました。 

4. 曾祖父は地主ですが、時代の影響で祖父は家を出る

ことになりました。その後長年の努力を経て、最終的

には地元の裁判長となりました。 

5. 祖父の最初の奥さんは親が決めた結婚で、長男と次

男を産んだ後（あと）、ほどなくして亡くなってしまいま

した。 

6. その頃 

7. 中国では文化大革命で、青年たちが大都市から地方

へ行くことが奨励されていました。そんな中、上海から

来た青年、私の祖母と恋に落ち、結婚し、三男、四

男、そして末っ子(すえっこ)の娘、私の母が生まれまし

た。 

8. でも、血の繋がった祖母は、私の母が小さい頃に亡く

なってしまいました。その後、祖父は同僚と再婚し、そ

の方も二人の子供を連れてきました。 

9. なので、今の祖母とは血の繋がりがなく、家族の関係

もあまり良くないので。そして、長男である伯父は若い

頃に祖父と大喧嘩して家を飛び出し、そのまま戻って

きませんでした。だから、私にとって本当の家族はこ

の部分だけです。父は北京で働いていたため、私の

子供時代はお母さんの家族に面倒を見てもらいなが

ら育ちました。 
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10. 北京に行くことを決めた後(あと)、母は私たち二人 で住んでいた家を売り、祖父の家に一時的に戻り 
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11. 北京に行くことを決めた後(あと)、母は私たち二人

で住んでいた家を売り、祖父の家に一時的に戻り

ました。祖父と楽しい時間を過ごしました。裁判長

だった祖父は普段家族メンバーに対してとても厳し

かったのですが、私には特別に優しかったのです。

お年玉も夜になるとこっそり多めに渡してくれたりし

ました。 

 

12. こちらに映っているのは、安徽省特有の世界遺産

である徽州建築です。 

13. そして、私は幼稚園を卒園して、北京に向かうこと

になりました。北京に行く理由は、まず父と合流す

るため、そして目の治療のためです。当時、弱視の

治療は地方では難しかったので、より良い医療環

境のある北京に行くことになった。 

 

14. 北京に最初に来たときは、地下室に住んでいまし

た。南方での生活は贅沢とまでは言えませんが、

間違いなく豊かです。初めて北京に来たときは、む

しろ北京のほうが田舎のように感じました。幸い、

地下室での生活は 2 か月だけでした。 

15. その後、北京特有の居住スタイルである胡同（フー

トン）に引っ越しました。フートンとは北京市の旧市

街を中心に点在する（てんざい）細い路地（ろじ ）の

ことです。地下から地上に移って生活が良くなると

思っていましたが、実際にはそれもなかなか厳しい

ものでした。この一つの門の中には、十数世帯が

一緒に住んでいました。 

16. 都心で暮らしているのに、部屋にはトイレもなく、胡

同の入り口にある公共トイレを使うしかないで。そ

の公共トイレには別々ではなく、毎朝トイレで皆がフ

ェイストゥーフェイスで、まるで拷問のような日々を

過ごしていました。 

 

17. 続いて、北京の胡同を紹介するため、動画をご覧く

ださい。実際の広さはわずか 0.9 つぼしかありませ

ん。今ご覧いただいている両側には人が住んでい

ます。実際の住居はこの部分だけで、基本的には

家族 3 人で住んでいます。 

18. この物件の価値は、子どもが良い学校に抽選で入

れる資格を持てることです。非常に狭くて車を停め

るスペースもないです。ここにはたくさんの家族が

住んでいる。実際、この家の広さは 1.51 つぼしかな

く、もちろんトイレもありません。 

19. 2、3 年の苦労を経て、ようやくアパートに引っ越しま

した。ちょうどボロボロだけど、お父さんも頑張りま

した！ 

 

20. さらに 1、2 年経って、両親のおかげで、ようやくマン

ションを購入しました。お父さん、本当にありがとう

ございました！ 

21. 高校生になってからは、都心から少し離れて、ちょ

っと自由な生活を始めました。中学の学校はとても

厳しいルールがありました、高校も進学校でしたが、

全体的にもっと国際的で自由な雰囲気でした。 

22. この頃からお小遣いで今まで買えなかったものを買

ったり、学校で友達と一緒に映画を撮ったり、さんざ

ん遊びました。 

 



 

23. 自由なキャンパス生活でしたが、中国では高校生

の恋愛は禁止されています。 

24. その理由はもちろん進学の競争が激しいです。もし

バレてしまったら。 

25. カップルは強制的に別れさせられ、場合によっては

休学（きゅうがく）や処分を受けることもあります。 

 

26. 大学 1 年生のとき、授業を受けても土木が何なの

か認識できず、土木の仕事がどんなものなのかも

全然分からなくて、この先どうすればいいのか不安

になりました。 

27. 1 年生にとってはインターンを探すのは難しくて、そ

れでお父さんに頼んで、「知り合いはいません

か？」と聞きました。 

28. そして、現場で 2 か月働くことになりました。 

 

29. 現場の生活にたえますが、中国の現場では徹夜打

設することも多く、0 時から 0 時まで、週 7 日連続働

くのは本当に怖かったです。 

30. 新しい可能性を探すため 進学しよう と決意しまし

た。 

 

31. 無事に卒業しました 

32. そして、茨城県に来ました！ 

 

33. 修士時代も決して楽ではなく、元旦も実験室で。 

34. 一番嫌いのは、樹脂の処理です。化学薬品の入っ

た容器をきれいにするのは簡単ではなく、1 日かか

ることもありました。 

 

35. 今年もロータリー米山のおかげで、国際会議に参

加しました。左の写真は、指導教員の知り合いであ

る藤野先生です。東京大学名誉教授であり、城西

大学の学長で、土木学会認定特別上級土木技術

者です。今回、勇気を出して一緒に写真を撮っても

らいました。 

36. 運よく、芸妓（げいぎ）さんを見ることができました。

もちろん、事前に撮影の許可をもらいました。 

 
37. 続けて、これからの話です。こちらが私の二週間分

の仕事です。 

38. すべて玄武岩繊維協会法人化のせいで、中国側の

会社の入金が遅くて、連絡担当として、今年ずっと

日本側の会社に謝り続けていました。 

39. 今年から精神的に消耗が激しくて、「私は一人前の

研究者になれているのだろうか？」とか、「もう 27 歳

だけど、ちゃんとした大人になれているのだろう

か？」と考えることがありました。 



私は普段おおざっぱな性格かもしれませんが、いろん

なことには計画が必要です。たとえば、学部 1 年生のと

きには 4 年後のことを考え、学部の後は修士、修士の

後は博士と、一つの戦場から次の戦場へ。でも今年か

ら、進むべき道を選ばなければなりません。 

 

40. 「間違った選択をするのが怖い」。学界に残って挑

戦を続けるべきか、それとも職場に出て新たな挑戦

を迎えるべきか。挑戦そのものは怖くないのですが. 

41. 怖いのは、選択の失敗です。 

 

42. 以前、ある本で「アジアの人には休むことはない。

人生は必ず連続した長距離走であり、立ち止まるこ

とは許されない」と読みました。「失敗」したら「人生」

止める？という感じでした。 

43. 昨年から社会関係を維持するための行動も始めま

した。たとえば、国際会議で大教授に積極的に挨拶

したり、連絡先を交換したり。中国の祝日（しゅくじ

つ）のときには、中国各大学の知り合いの先生に祝

福メールを送りました。平成生まれのダメ人間とし

てはあまり好きではないですが、自分に強制してや

りました。 

44. でも、これが私の長所かもしれません。自分を「強

制的に動かす」ことができる。最低限で終わらせる

のではなく、評価を得られるように努力します。上司

また先生から、命令を出せば，必ず仕事を終わら

せます。 

 

45. 私の家族には、共に苦難を乗り越えるという雰囲気

があり、みんなお互いに近況（きんきょう）を報告し

合います。もし 5 年前なら、両親は私今の気持ちを

理解していなかったかもしれません。 

でも今、母は「急（いそ）がなくて大丈夫、ゆっくり探して

もいいよ」と言ってくれました。 

 

46. 初めて、自分だけじゃなくて、私の親である父と母も

成長しているのだ と気づきました。 

47. 「両親に頼ることが怖くない」と気づきました、これ

はドラマ『華麗なる一族』で私が一番感動したシー

ンです、父が与えてくれた安心感と同じです。 

48. 実には、今でも、怖かったり、迷ったり、逃げ出した

くなることもあります。でも、これは私の今の気持ち

です。「大人にならなくてもいい、目の前のことに全

力を尽くせばいい」。 

＜今川隆 会長挨拶＞ 

 
今日の大髙司郎ガバナーの公式訪問は、       

ガバナーエレクトのいる水海道ＲＣです。

４４クラブ訪問終了ということでゴールが

見えてきたと思います。また、地区大会も

近づいてきたので、それぞれの分会があわ

ただしくなって来たと思います。友好地区

のタイ、フィリピン、ネパールも大勢の人

が来訪しますので、第１分区のヘルプが必

要になります。                                           

 ライラセミナー、皆様お疲れ様でした。

ホストクラブとして、バスの手配や食事の

支度等を行い、１日目の夜には地区から来

た１０数名の方と有意義な場を持つことが

出来ました。 



 また、今週末に地区親善野球大会の事業

があります。３０回目の記念大会というこ

とで、江尻寛会員の弟さんでプロ野球の監

督を務めた江尻亮（あきら）様が来て始球

式もやってくれるそうです。イベントが続

きますが、地区大会まで皆さん体をこわさ

ず頑張っていただきたいと思います。 

 今日は、米山奨学生卓話ということで、

黄くんがお話します。今月の米山奨学生の

レポートを読みましたが、しつかりした文

章でびっくりしました。今日の卓話は、プ

ライベートな話ということで、楽しみにし

ています。よろしくお願いします。 

 
＜滝 徳宗 幹事＞ 

 １１月１３日（水）に衛星クラブの設立

祝賀会を開催します。会場は鵜の岬カント

リープラザです。分区内のクラブの会長な

どもいらっしゃいますので、皆様の出席を

よろしくお願いします。時間は、夜の６時

半か７時で調整ちゅうです。 

 

【幹事報告】 
1.2025-26年度三大セミナー開催日程のご案内 
2.2025-26年度クラブ会長・幹事選任のお願い 
3.高萩 LC チャリティゴルフお礼状 
4.長久保赤水顕彰会会報 
5.世界ポリオデー次第 
6.國井美香さんコンサートについて 
7.水戸 RC、水戸南 RC会報 
8.米山記念奨学会 2023年度事業報告 
 
＜江尻 寛 会員＞ 

 
地区親善野球大会、地区大会について 

 参加できる会員が１２人ですが、朝早い

のですが、会場に７時集合です。８時半が

受付になりますので、準備のお手伝いをお

願い致します。 

 また、来月の９日、１０日は地区大会です。

これにつきましては、高萩のメンバー全員

の参加をお願いします。準備もありますの

で前日の８日からの三日間になりますが、

欠席をしないということでご協力をお願い

します。皆さん全員が役割分担に入ってお

り、それでも足りないところは、第一分区

の６クラブにお願いすることになります。

ホストクラブの会員がいなければ他のクラ

ブの方も動けませんので、皆様のご協力を

よろしくお願いします。 

         

 

新しい会員が増えて会場が賑やかになりま

した。 

 

 

黒澤義昌会員に今川会長から結婚月、誕生

月の花のプレゼント 

 

 

 
 



【ニコニコ BOX】 
鈴木国男さん：結婚月です。 
大平敏明さん：やっとすごしやすい気候になりま 
した。寒くなるのは、Well come です。 
作山太一さん：いやー暑くて、やせるかもと思っ 
ていてもあと数時間後にはハイボール‼みなさん 
がんばりましょう。 
石川彰信さん：高萩小学校 150周年事業のため
途 
中退出します。すみません。 
和田昌也さん：暑さ寒さも彼岸まで。とは昔の話 
になりつつある今日この頃。 
作山太一さん：石川センパイおまちしてました。 
ボクの方がセンパイになってしまいましたね。 
江尻寛さん、鈴木直登さん、田所和雄さん、 
今川隆さん、滝徳宗さん、平野浩司さん、 
秋山順弘さん、滝義昭さん、黒澤義昌さん 
計  １０，０００円 
 累計 ３３３，０００円 
 
【ロータリー財団】 
本日計       ０円 
累計  ２０６，７００円 
 
【ポリオプラス】 
本日計   ３，０００円 
累計   ５２，９００円 
【米山記念奨学会】 
 
本日計  ２１，０００円 
累計  １９９，０００円 
 
【メークアップ】 
９月１９日 公式訪問(つくば学園 RC) 
     大髙司郎さん、石君平さん 
     大河原浩さん 
９月２０日 公式訪問(古河きぬ RC) 
     大髙司郎さん 
９月２１日 ライラセミナー 
     大髙司郎さん、石君平さん 
     大河原浩さん、今川隆さん 
     平野浩司さん 
９月２２日 ライラセミナー 
     大髙司郎さん、今川隆さん 
     作山太一さん 

９月２４日 公式訪問(日立南 RC) 
     大髙司郎さん、石君平さん 
     大河原浩さん 
９月２５日 公式訪問(水戸西 RC) 
     大髙司郎さん、石君平さん 
     大河原浩さん 
９月２６日 公式訪問(境 RC) 
     大髙司郎さん 
９月２７日 公式訪問(鹿島臨海 RC) 
     大髙司郎さん 
９月３０日 公式訪問(那珂湊 RC) 
     大髙司郎さん 
１０月２日 公式訪問(水海道 RC) 
     大髙司郎さん、石君平さん 
     大河原浩さん 
 
【ゲスト】     
米山奨学生        黄 璽  様 
 
【結婚月の方】 ✿Congratulation✿ 
１０/ ２ 黒澤義昌さん・弘子さん 
/ ４ 鈴木啓志さん・美保子さん 
  /１０ 鈴木国男さん・照子さん 
/１０ 橋本義隆さん・初代さん 
  /１４ 和田昌也さん・江利子さん 
  /２７ 生田目雅之さん 
    
【誕生月の方】 ☆Happy Birthday☆ 
１０/ ２ 黒澤義昌さん 
１０/１８ 鈴木淑登さん 
１０/２９ 黄 璽さん 
 
 


